
 
 
 
 

事業プロデュース事業による事業化支援事例 

着物のリメイク 

静岡よみかえる工房 
 

代表者 ：代表 深澤 淳子 

所在地 ：静岡市葵区瀬名中央4-6-10 

事業内容：着物のリメイク  

設 立 ：2016年6月 

ＵＲＬ : https://yomikaeru.com/  

 

・不要になったものの愛着ある着物や故人の形見分けの着物をバッグや和小物として再生。 

・すべて１点物の完全オーダーで手作りのため、商品により完成まで１週間～１ヶ月を要す

る。 

・依頼者から提供される着物や帯の生地を元にデザインやサイズ、付属部品を決め、見積書

提示後制作に入り、完成後に納品する。 

・アイテムはバッグ、ポーチ、財布、日傘など多岐にわたる。 

・月６回一般を対象としたリメイク教室も開催している。 

・通販サイトでは、自身が選定した生地を使用したバッグ、ポーチ、ポシェット、がま口、

名刺入れなどを販売している。 

 

・同工房は創業から順調に業績を伸ばしており、リメイク事業で2020年3月に経営革新認定を

受けている。 

・一方で一部の利用者からは、思い入れのあるものなので、できるだけ長く使えるようにし

たいとの要望を受けていた。 

・着物や帯の生地表面は柄や刺繍が施されているが、日常的に摩擦を受けることを想定して

おらず、摩耗しやすいため、リメイクした小物では耐久性

の向上が課題であった。 

・生地の手触りの質感を残しつつ、摩耗が進行するのを遅

らせるため、財団が生地表面の耐久性向上を支援した。 

・市販の表面保護剤を複数選択し、外部機関が保有する摩

擦試験機II形（学振形）で評価を行い、手触りが損なわ

れず耐久性が２倍以上になる保護剤と保護方法を確定し

た。 

・保護剤を必要としないアイテムもあるため、保護効果は

オプションとして設定する。 

・より一層の知名度向上のため、富士山静岡空港の展示コ

ーナー「空のしおり」にて2025年8月から2026年3月まで

の8ヶ月間、展示紹介を行った。 

 

テーマ 

7 

 

支援の
経過 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

参加団体 

           
・静岡県産業振興財団 

 

 
 

・事業プロデュース事業 

・経営革新認定 
 

 

  

 

活用した 

支援メニュー 

材料生地（上）とリメイク後のバッグ（下） 

耐久性向上試験に使用した帯生地 

同一摩擦回数での生地表面の比較 

摩擦試験機II形（学振形）による評価 

富士山静岡空港「空のしおり」での展示 

保護剤なし         保護剤あり 

ほつれあり           異状なし 


